
理科

項目　 教科書名

新しい科学（２・東書） 理科の世界（４・大日本） 中学校  科学（１１・学図） 自然の探究　中学理科（１７・教出）
未来へひろがるサイエンス
（６１・啓林館）

１　学習指導
要領の教科の
目標を達成す
るために取り
扱う内容の選
択について

【探究の過程を漫画で示すとともに，探究のフロー
チャートを脚注に示すことで，探究の見通しをもてるよう
に配慮されている。】

・巻頭に「科学で調べていこう」と題して，問題発見→仮
説（課題に対する自分の考え）→構想（実験計画立案）
→分析・解釈（考察）という探究の流れが教科書ではど
の場面に当たるかを例示し，探究の過程を踏まえた学
習活動が進められるように配慮されている。

・巻頭・巻末や単元末，各章の導入部において，身の周
りの事象について考えさせる場面を設け，生徒の興味
関心を高め，主体的に探究しようとする態度が養われ
るよう配慮されている。

・「結果の見方」と「考察のポイント」によって，結果の分
析や考察の視点を示し，結果を事実として認識させ，根
拠に基づいて考察できるよう配慮されている。
・「課題に対する結論を表現しよう」で，各節の結論を生
徒が自分の言葉でまとめるようになっている。また，章
末に結論の例を示し，確認できるよう配慮されている。

・「学習内容の整理」として単元のまとめ，「確かめと応
用」として章末問題を設け，学習した内容の復習と知識
の定着が図られるよう配慮されている。

・高等学校で学習する「発展」や「科学の歴史」，「つな
がる科学」などのトピックスが随所に掲載されている。

【巻頭，巻末に探究の過程を示すとともに，全学年の単
元末には探究する活動を取り入れ，学びを深められる
ように配慮されている。】

・巻頭の「理科の学習の進め方」をもとに学習を進める
ことで，生徒が見通しをもって探究を進められるように
し，思考力・判断力・表現力等が育まれるよう配慮され
ている。
・探究過程の中で，問題発見（1年），解決方法立案，結
果分析・解釈（２年），探究過程の振り返り（３年）など各
学年で重視する資質・能力の項目をマークで強調し，そ
れらを意識して活動できるよう配慮されている。
・各単元の扉などにダイナミックな写真やイラストを使用
したわかりやすい資料を掲載し，生徒の興味・関心を高
め，自然の事物・現象に意欲的に関わろうとする態度が
育まれるよう配慮されている。
・「基本操作」では，よく用いられる観察・実験器具につ
いて図・写真やイラストで手順をわかりやすく示し，基本
的な操作が身につくよう配慮されている。器具によって
は操作方法の動画も視聴できるよう配慮されている。
・観察・実験の解説では,「目的」に加えて「着目点」を記
載し，探究の方向が示されている。
・観察・実験には必ず「結果から考えよう」を設け，考察
するポイントを提示し，次ページに結果の例を示すこと
で，考察する力が養えるよう配慮されている。
・各単元末には「まとめ」が設けられ，単元全体のキー
ワード（重要語句）の確認や基礎事項の整理ができるよ
う配慮されている。
・単元末に「単元末問題」「読解力問題」を配し，学んだ
ことを活用して考えたり，表現したりすることで思考力・
判断力・表現力等が育まれるよう配慮されている。
 ・随所に「くらしの中の理科」「科学のあしあと」「Science
Press」「professional」など日常生活との関連が深い読
み物や科学史，最新の科学的知見などが掲載されてお
り，関心を高め，学ぶ意義や有用性を実感できるように
工夫されている。

【巻頭に探究の過程を示すとともに，各学年で重視する
探究の過程の学習を充実させ，系統的に資質・能力を
身に付けられるように配慮されている。】

・巻頭に，「理科のトリセツ」として，理科を学ぶ意義や
理科の学び方（探究の進め方），授業を受けるコツを示
し，生徒が見通しをもって学習が進められるよう配慮さ
れている。
・「気づき」「課題」「仮説」「計画」など，学習の流れが系
統化され示されており，学習過程が習慣付くように工夫
されている。また，各学年の探究の重点に対し「問題発
見」（１年），「しっかり仮説」「しっかり計画」（２年），「しっ
かり振り返り」（３年）というマークを配し，それらを意識し
た学習活動がなされるよう配慮されている。

・写真や資料は少なめで必要最小限にシンプルにつくら
れている。習熟度の高い生徒にとっては物足りなさを感
じる可能性がある。

・基本操作・基本技能に関しては，「基本操作」と表示さ
れた囲みの中に，手順や注意事項が示され確実な習得
がなされるよう配慮されている。
・観察・実験後には，「結果の見方・考え方」，「考察の見
方・考え方」の視点を示し，生徒が自分の言葉でまとめ
やすいよう配慮されている。また，次ページに結果・考
察の例が示され，分析・解釈の確認ができるよう配慮さ
れている。

・単元末に「学びを日常に生かしたら」として，学習した
内容と日常生活における自然の事物・事象を関連づけ
た活用問題を設け，生徒の思考力・判断力・表現力等
の育成がなされるよう配慮されている。

【探究の過程の貢を折り込みで綴じたり，本文に探究の
過程を示すマークを付けたりして，探究の過程の段階を
認識できるように配慮されている。】

・「探究の進め方」として，巻頭に基本的な探究の順序
を示すとともに，各単元が「疑問を見つける」「課題を決
める」「仮説を立てる」「計画を立てる」「観察する・実験
する」「考察する」「結論を示す」の順で展開され，生徒
が見通しをもって学習が進められるよう配慮されてい
る。

・各章の導入では，調べてみたくなる魅力ある事象や二
つの異なる事象をダイナミックなイラストや写真で効果
的に提示し，生徒が自然に対して関心や調べる意欲が
持てるよう配慮されている。

・観察・実験器具の器具の扱い方を示した「基礎技能」
のページを設け，必要な技能を習得できるよう配慮され
ている。

・「考察する」「実験…から・観察…から」の表示を付し，
観察・実験の結果をもとにした考察を示唆したり，予想
と結果の一致・不一致を考えさせたりする場面を設け生
徒が科学的に課題を解決できるよう工夫されている。

・各単元末に，「要点と重要用語の整理」や基本問題を
設け，基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得でき
るよう配慮されている。

・考えよう，話し合おう，活用しよう，ハローサイエンス，
科学者列伝など，学習内容を深めたり，興味関心を高
める工夫がある。

【既習事項を基に解決する活動を設定したりして，探究
する態度を身に付けられるように配慮されている。】

・巻頭の「ガイダンスページ」で，科学的に探究すること
の意義や，探究の進め方が示されており，科学的に探
究しようとする態度が育まれるよう配慮されている。

・各単元の導入には，写真や図がダイナミックにレイア
ウトされており，生徒の興味・関心を高める工夫がされ
ている。
・資料が豊富で，日常生活の中での科学，発展的な学
習，教科横断的な学習へつながる内容になっている。

・実験（観察）の基本的な技能が「実験（観察）のスキ
ル」「サイエンス資料」として示され，技能の定着が図ら
れるよう工夫されている。

・観察・実験は「目的」「方法」「結果」「考察」の過程が１
本のラインで示され，見通しをもって観察・実験が行え
るよう配慮されている。
・実験（観察）から導き出された考察及び結論が「実験
（観察）…から」で始まるまとめの文章で示され，生徒が
読んで理解できるよう配慮されている。

・各単元末には「学習のまとめ」が設けられ，単元全体
の基礎事項の確認や整理ができるよう配慮されてい
る。また「力だめし」として章末問題を設け，知識の活用
及び定着が図られるよう配慮されている。

・「深めるラボ」「防災減災」「ひろがる世界」などのトピッ
クが掲載されており，実生活に結び付けて科学の有用
性を感じさせる工夫が見られる。

２　内容の程
度及び取扱い
について

【探究の過程のポイントとなる場面で側注に見方・考え
方を示したり，学んだことを活用する学習活動を設定し
たりするなど工夫が見られる。】

・全ての節の導入において，問いかけを配置したこと
で，生徒の主体性を高めることができるよう配慮されて
いる。
・小単元の導入で「レッツスタート」という生徒が自ら気
づきを得たり，認知的葛藤を生じさせたりする問いかけ
の設定があり，主体性を高める工夫がされている。

・単元の始めに「これまでに学んだこと」で既習事項を，
「この単元で学ぶこと」で単元の学習の見通しをそれぞ
れ確認することで，主体的な学びを促す工夫がされて
いる。
・随所に学習内容に関する自発的な疑問や意見がキャ
ラクターどうしの対話として取り上げられており，関心を
高め，考えを巡らせたり，新たな課題を見出したりする
ための学習サポートが施されている。
 
・各章の始め（章扉）と終わり（章末）にその章の本質的
な問いかけ「Ｂｅｆｏｒｅ＆Ａｆｔｅｒ」を設け,章ごとに学習の振
り返りができるよう工夫されている。

・小単元末の「探究をふり返ろう」で学習のふり返りを自
分の言葉で考え表現できるよう工夫されている。

・単元末に「学びをいかして考えよう」が設定されてお
り，新たな問題発見のきっかけとし，深い学びへとつな
げる工夫がされている。

・巻頭の「考えが異なったら，考えを言葉にして議論しよ
う」で，対話的な学びにおける議論の進め方・ポイントが
示されている。

【見方・考え方を働かせて解決する課題を設定したり，
学んだことを生かして課題に取り組む学習活動を設定
したりするなどの工夫が見られる。】

・単元の導入で「これまでに学習したこと」と「これから学
習すること」が大きな写真や図を使って示されており，既
習事項をしっかりと確認しながら単元全体の学習の見
通しがもてることで，主体的な学びを促す工夫がされて
いる。

・「これまでに学習したこと」「思い出そう」「つながる」「こ
とば」で既習事項を振り返り，教科横断的に学習内容を
結び付けることで，いろいろな学びにつなげ広げる，学
びの連続性を意識した工夫が見られる。

・小単元ごとに「話し合おう」という自然事象についての
新たな課題の提示やキャラクターの会話場面の掲載に
より，生徒に新たな疑問をもたせ，対話的で深い学びを
促す工夫がされている。

・単元末には，単元の学習内容に関連する資料を掲載
するなど，資料の充実を心がけ，生徒が主体的に学べ
るような構成になっている。

・単元末に「課題を見つけて探究しよう」という新たな問
題発見を促すコーナーが設定されており，単元学習後
のさらなる深い学びが実現するような工夫がみられる。

【探究の過程で働かせる見方・考え方をキャラクターの
会話で示したり，考えを練り上げる学習活動を設定した
りするなどの工夫が見られる。】

・自然の事物・現象から生じた疑問から観察・実験の課
題が設定される学習の流れが示されており，主体的に
取り組む態度を喚起する工夫がされている。

・課題や仮説の設定，観察・実験計画の立案，結果の
処理，考察などの各場面に適宜「話し合おう」が設定さ
れ，一人一人が考えをもとに話し合いをすることについ
て配慮されている。
 
・生徒が系統的に学習を進められるように「学んでいくこ
と」や「これまでの学習」で学習の系統を示したり,「思い
だそう」で既習内容の活用を促すなどの工夫がある。

・観察・実験ごとに，主体的・対話的な学習のモデルとな
る生徒キャラクターの発言例を示すことで，対話を行い
ながらより妥当な考えを判断していく活動を促す工夫が
されている。

・単元ごとに「学習前の私」という問いを設定し，同じ内
容の問い「学習後の私」を設定することで，深い学びが
実感できるような構成の工夫がある。

【キャラクターを使って表現の方法を示したり，身に付け
た見方・考え方を活用する学習過程を設定したりするな
どの工夫が見られる。】

・単元導入及び単元内の適所に「つながる学び」「つな
がるページ」「思い出してみよう」を配置し，既習事項を
踏まえて新たな学習に主体的に取り組み，４領域のつ
ながりが認識できるよう配慮されている。

・理科の見方・考え方を働かせた思考の表現の例が
キャラクターの発言などでさりげなく示され，生徒が自発
的に理科の見方・考え方を働かせることができるよう配
慮されている。

・単元はじめに「学ぶ前にトライ」の項目を設け，単元の
学習を通して「何がわかるか，できるようになるか」見通
しをもって学習が進められるよう配慮されている。単元
後の「学んだ後にリトライ」からは学習後の生徒自身の
成長や深い学びが実感できるよう工夫されている。

・単元末の「みんなで探Qクラブ」では，いろいろな科学
的な見方・考え方を働かせて取り組める課題が示され
ており，その内容に対応した取り外せる探究シートを使
いながら主体的・対話的で深い学びが実現できる工夫
がされている。

・自然に対話が生まれる問い「みんなで解決」という設
定が随所にあり，対話的な学びを導く工夫がされてい
る。

・サイエンス資料「理科おける話し合いと発表」で理科の
言語活動の要点が紹介されている。

３　配列・分量

【学習意欲を高め探究する能力を育成するために単元
の配列を工夫し，観察・実験や発展の内容を充実させ
ているなどの特色が見られる。】
・各学年ともゆとりをもって学習が進められるように，各
学年の総授業数の９０％程度で，指導できるように，内
容に配慮がされている。
・生化物地と学習する順番に教科書の単元は並んでい
るが，各単元の履修順序を入れ替えて指導しても支障
がないように，関連する学習内容の掲載箇所を本文中
に示し，多様な指導計画にも対応できるように配慮され
ている。
・節が細かく分類され，一節に一課題としてあり,章の最
後に節の課題が明記されている。そのことで，生徒に
とって学びやすい配列になっている。

【主体的に探究する能力を育成するために単元の配列
を工夫し，観察・実験や発展の内容を充実させているな
どの特色が見られる。】
・配当時数は，余裕をもって指導できるように配慮され
ている。
・学習指導要領理科編に記載された項目全てを取り上
げ，単元は，生化物地で配列し，小学校との関連を重
視し，１分野,２分野を区別することなく,観察・実験のしや
すい時期、学年によって理科室の使用が重ならないこと
や発達段階を考慮したものになっている。
・巻頭に継続観察の例を示し、学習意欲を高め，観察
や観測時期をのがさないようにしている。
・つまづきやすい計算問題などには,例題と解答例をつ
けて丁寧に説明している。
・単元末のまとめのページでは，「キーワードを隠して確
認する」その逆に「説明を隠して確認する」という２通り
の学習方法で知識が習得できる工夫がされている。

【問題解決の能力を高めるために単元の内容の精選を
量り，観察・実験や発展の内容を焦点化させているなど
の特色が見られる。】
・必要なことを端的に学習する構成を意識して，本来の
配当時間の６０～７０％の指導時間で学習きるようにし
たことで，余裕をもって実情に応じた生徒の手当てがで
きるように配慮した。
・各学年とも，想定する年間指導計画にそった単元配列
で，生化物地となってなっていて，教師が構成を理解し
やすなっている。
・各単元の内容は，すべて３章に整理されており，全学
年を通じて学習内容の区切りがわかりやすい特徴があ
る。

【目的意識を高め探究する能力を育成するために単元
の配列を工夫し，観察・実験の回数を充実させているな
どの特色が見られる。】
・ゆとりをもって探求的な学習が進められるように所定
の年間配当数の９割程度の授業時数で指導できるよう
に配慮されている。
・それぞれの単元は，独立した構成がなされており，生
化物地の単元で配列されているが，指導順を組み替え
て，地域や学校の実態に応じた指導計画をたてやすい
ように配慮されている。
・学習内容のつながりを考慮した配置を行う事で，つな
がりのある学習が学年内だけではなく，学年を越えても
実施できるように配慮されている。
・１分野・２分野を統合した学習を３年の最後に配置した
ことで，中学校の理科で学習してきたことを集約し，生
徒自身が行動を振り返り，判断できるように配慮してい
る。

【主体的な学びの充実を図るために単元の配列を工夫
し，観察・実験や発展の内容を精選するなどの特色が
見られる。】
・配当時数は，余裕をもって指導できるように配慮され
ている生地化物の順に単元は配列されているが，どの
単元から学習を始めても支障がないように構成されて
おり，同一学年内の単元の順序の入れ替えが自由に行
えるようにつくられている
・「生命」「地球」「物質」「エネルギー」の４領域のイン
デックスにより，小学校のA区分，B区分から高校生物・
地学・化学・物理への系統性がつかみやすい構成と
なっている。

　
　
　

４　表記・体裁

【定着に課題が見られる学習内容には，インターネット
を活用した学習を紹介するマークを掲載するなどの工
夫が見られる。】
・従来の教科書サイズ（Ｂ５判型）よりも縦に40mm大きく
なり，一頁に表記できる内容が充実し，視線の移動が
少なく，流れがわかりやすいレイアウトになるよう工夫さ
れている(Ａ４スリム版)。

・書体やカラーにユニバーサルデザインが施されてお
り，観察・実験の手順は単語の途中で改行されないよう
に配慮され，読みやすさ，見やすさが追及されている。

・重要な語句のフォントを太字にしている。
・1年の教科書の文字が大きい。行間も大きくとってあり
見やすい。
・全ての節において，１見開きの指導時数を１時間とし
て構成されている。
・ページ端が単元毎に色分けされている。小単元もすべ
てのページに縦に書いてあり見やすい。また，重点項目
には「探究をレベルアップ」として紙面両縁に金色の帯
がついているのでわかりやすい。

・観察，実験の操作手順の中に，各種「安全のための注
意」マークが表記されており，生徒が安全に操作できる
ように工夫されているが，マークだけの記載のものもあ
り，見逃さないように注意して読む必要がある。
・巻末には世界の活火山分布，震源分布（１年），温帯
低気圧モデル（２年），星座早見（３年）のペーパークラ
フトが付録としてついている。

・再生紙・植物油インキを使用している。

・つまずきやすい学習内容には，インターネットを活用し
た学習（動画やシミュレーション等）を紹介するマーク（１
学年１７，２学年２４，３学年３０コンテンツ）を掲載するな
どの工夫がされている。また，資料検索用のＱＲコード
が目次についているため，デジタルコンテンツを活用し
やすくなっている。

【探究の過程を色つきのマークで示し，該当学年で重視
する活動は色や模様を変えて強調するなどの工夫が見
られる。】
・Ｂ５判型であり，持ち運びやすく，中学生にとって扱い
やすいサイズであり，文字数や資料の数も適量である。
・ダイナミックな写真や図が豊富で，目を引きやすく、内
容をよりわかりやすくする工夫が見られる。
・資料には，県内の情報が多く取り上げられていて，生
徒にとって身近に感じやすく関心を高められる。

・ユニバーサルデザインフォントの使用、吹き出し文の
文節改行、カラーユニバーサルデザインでの表現等、
すべての生徒にとって読みやすくわかりやすい紙面に
なるように工夫されている。
・重要な語句のフォントを太字にしている。
・1年の教科書の文字が大きい。行間も大きくとってあり
見やすい。
・文章が簡潔で、難解な用語・定義をできるだけ使用し
ていないので要点がわかりやすく構成されている。
・該当学年で重視する活動は色や模様を変えて強調す
る工夫が見られる。
・ページ端右上が単元毎に色分けされている。小単元も
すべてのページに縦に書いてあり，小単元ごとに見出し
の写真がかわるので分かりやすい。
・観察，実験の操作手順の中に「コツ」や「注意」が表記
され生徒が自信をもって効率よく安全に操作できるよう
に工夫されている。

・巻末に実験上の注意やグラフの処理法などがまとめ
て掲載されていて使いやすい。
・裏表紙見返しには，学年に応じて周期表や科学史な
どを掲載し，授業で参照しやすくしている。

・再生紙・植物油インキを使用している
・製本は針金を使用しないアジロ綴じである。表紙には
丈夫で汚れにくいコーティングがしてある。
・資料検索用のＱＲコードが目次についており，デジタ
ルコンテンツを活用しやすくなっている。

【章の扉には，学習内容に関連する写真と併せて，育成
すべき資質・能力の三つの柱に基づく目標を示すなど
の工夫が見られる。】
・Ｂ５判型よりもワイドなＡＢ変形判が採用されており，
軽量化によって生徒の負担を少なくする工夫がされて
いる。
・表紙見返しには生徒の興味を引く，ダイナミックな写真
が見開きで掲載されているが，全体的に写真や資料は
少なめで必要最小限にシンプルにつくられている。習熟
度の高い生徒にとっては物足りなさを感じる可能性があ
る。

・ユニバーサルデザインの視点から色使いやレイアウト
を配慮している。

・重要な語句のフォントを太字にしている。
・ページ端が単元毎に色分けされているが，単元名は
書かれていない。
・発展的な学習内容については「発展」と表示されて本
分と明確に区別されている。

・各章の冒頭に「Can-Do List」（できるようになりたい目
標）として３つの資質能力についての目標が示されてい
る。

・観察，実験の操作手順の中に「ストップ!!」や「ポイント」
が表記され生徒が安全に留意して自信をもって操作で
きるように工夫されている。

・巻末資料には,理科の学習で使う基本的な技能や器具
についての記述がある。

・再生紙・植物油インキを使用している。

・QRコード教材として「学習のまとめ」「単元末問題」が
設けられており、家庭学習に用いることができる。また、
資料検索用のＱＲコードが目次についているため，デジ
タルコンテンツを活用しやすくなっている。

【学習内容と関連のあるコンテンツを確認できるウェブ
サイトを紹介するマークを，貢の脚注に掲載するなどの
工夫が見られる】
・Ｂ５判型よりもワイドなＡＢ変形判が採用され，見開き
表示などダイナミックなイラストや写真が掲載され，目を
引きやすく、内容をよりわかりやすくする工夫が見られ
る。
・表紙見返しには，もくじとともに，理科に関わる写真を
掲載しているが，全体的に写真や資料は少なめで必要
最小限にシンプルにつくられている。習熟度の高い生徒
にとっては物足りなさを感じる可能性がある。
・ＮＰＯ法人ＣＵＤＯの認証を受けたカラーユニバーサル
デザインで色覚特性への対応がされており、イラストの
色の組み合わせや配色に工夫がされている。

・重要語句が太い色文字（赤）で強調され，学習ポイント
が目立つように工夫されている。
・文字が大きく（第１学年13ポイント，第２・３学年12ポイ
ント相当），時間・行間も余裕をもって設定されており，
小学校からの隔たりを感じさせないように配慮されてい
る。
・側柱レス縦方向レイアウトで，読み手が視点移動で迷
わないように工夫されている。
・ページ端が単元毎に色分けされている。小単元もすべ
てのページに縦に書いてあり見やすい。

・観察，実験の操作手順の中に「禁止」や「注意」が表記
され生徒が安全に留意して操作できるように工夫されて
いる。
・巻末には，教科書に出てくる薬品の性質や実験の基
礎技能，グラフの表し方，理科で使う算数，数学などの
豊富な資料が用意されている。
・巻末に生物カード（１年），原子のモデルカード（２年），
星座早見作成シート（３年）の厚紙シートが挿入されて
いる。
・再生紙・植物油インキを使用している。
・製本は針金を使用しない網代綴じである。
・学習内容と関連のあるコンテンツを確認できるウェブ
サイトを紹介するマークを，頁の脚注に掲載するなど、Ｉ
ＣＴ化への工夫が見られる。また、資料検索用のＱＲ
コードが目次についているため，デジタルコンテンツを

【単元の扉には，単元全体の学習内容を紹介するコン
テンツにアクセスできる二次元コードを掲載するなどの
工夫が見られる。】
・Ｂ５判型よりもワイドなＡＢ変形判が採用され，写真や
図がダイナミックにレイアウトされており，目を引きやす
く、内容をよりわかりやすくする工夫が見られる。また，
全体的に写真や資料が豊富に掲載されている。
・文字量や資料が多いため，習熟度の低い生徒にとっ
ては視点移動で迷ったり，読むことに困難を感じたりす
る可能性がある。
・ユニバーサルデザインフォントを採用し，メディア・ユニ
バーサル・デザインの観点から，色覚の個人差を問わ
ず，全ての生徒が支障なく学習を進められるように配
色・デザインが工夫されている。
・重要な語句のフォントを太字にしている。
・1年の教科書の文字が大きい。行間も大きくとってあり
見やすい。
・ページ端が単元毎に色分けされている。小単元もすべ
てのページに縦に書いてあり見やすい。

・観察・実験の注意・安全マークは，文字とアイコンを組
み合わせて示されており，安全，衛生，事故防止に留意
して操作できるように工夫されている。

・再生紙・植物油インキを使用している。
・製本は針金を使用しないあじろ綴じである。

・単元の扉には，単元全体の学習内容を紹介するコン
テンツにアクセスできる二次元コード（ＱＲコンテンツの
総数３９０個）を掲載するなど工夫が見られる。また、資
料検索用のＱＲコードが目次についているため，デジタ
ルコンテンツを活用しやすくなっている。

○表記や表現，体裁についてどのように
配慮されているか。

観点　

○自然の事物・現象を科学的に探究する
ために必要な資質・能力を育成するため
に，どのように配慮されているか。

○主体的・対話的で深い学びの実現のた
めに，どのような工夫が見られるか。

○教材の配列，分量には，どのような特色
があるか。


